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輪
島
市
名
誉
市
民
・
三
谷
吾
一
氏
は
２
０
０
２

年
に
日
本
芸
術
院
会
員
に
就
任
、
２
０
１
５
年
10

月
に
は
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
長
ら
く

斯
界
の
先
達
者
と
し
て
輪
島
塗
を
支
え
続
け
ま
し

た
が
、
２
０
１
７
年
７
月
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
時
代
に
画
家
を
夢
見
た
三
谷
氏
は
、
作
家

と
し
て
の
将
来
を
決
意
し
沈
金
の
道
に
進
み
ま
し

た
。
22
歳
で
独
立
し
た
の
ち
は
独
自
の
表
現
を
飽

く
こ
と
な
く
追
求
し
、
つ
い
に
エ
ル
ジ
ー
粉
や
パ

ー
ル
粉
を
用
い
、
多
彩
な
技
法
を
駆
使
し
た
幻
想

的
か
つ
色
彩
豊
か
な
世
界
を
切
り
拓
き
ま
す
。
そ

の
作
風
が
評
価
さ
れ
、
輪
島
を
代
表
す
る
作
家
と

し
て
足
取
り
を
確
か
な
も
の
に
し
て
も
な
お
、
作

品
世
界
は
年
を
追
う
ご
と
に
若
々
し
く
、
明
る
く

自
由
な
彩
り
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
も
の
へ
と
変
化
を

重
ね
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
代
の
後
半
に
は
「
透
明
感
の
あ
る

幻
想
的
な
」
三
谷
作
品
か
ら
さ
ら
な
る
進
化
を
遂

げ
ま
し
た
。
変
革
の
要
素
の
一
つ
は
金
銀
箔
の
大

胆
な
使
用
法
に
あ
り
ま
す
。《
楽
園
》（
図
１
）
で

は
箔
片
を
貼
り
重
ね
た
金
銀
地
に
、
真
円
６
つ
を

透
か
し
背
景
と
し
ま
し
た
。
金
、プ
ラ
チ
ナ
、黒
漆
、

さ
ら
に
鳥
や
花
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
と
の
明
快
な
対

比
が
新
鮮
で
す
。
金
箔
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
日

本
画
家
の
作
品
を
も
研
究
し
、
刺
激
を
受
け
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
《
蝶
の
楽
園
》（
表
紙
）
の
舞
い
遊
ぶ
10
匹
の
蝶

は
形
に
切
り
抜
い
た
堆
漆
板
で
表
し
、
周
囲
に
は

金
と
プ
ラ
チ
ナ
の
箔
片
が
散
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
樹
脂
製
フ
ィ
ル
ム
に
あ
ら
か
じ
め
箔
を
貼

り
、
鋏
を
入
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
堆
漆

板
は
漆
を
塗
り
重
ね
て
2.5
ミ
リ
ほ
ど
の
厚
さ
に
し
、

こ
れ
を
画
面
に
貼
り
付
け
た
も
の
で
、
２
０
１
３

年
制
作
の
《
さ
え
ず
る
》
以
来
、
積
極
的
に
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
理
想
の
表
現
を
追
い
求
め
て
、
高

齢
に
よ
る
体
力
へ
の
負
荷
に
決
し
て
目
を
そ
ら
す

こ
と
な
く
、
常
に
新
た
な
創
作
を
求
め
続
け
る
姿

勢
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
濃
緑
の
漆
の
画
面
と
色
と

り
ど
り
の
蝶
が
群
れ
飛
ぶ
情
景
に
、
夢
の
中
へ
誘

わ
れ
る
よ
う
な
心
地
が
し
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
近
作
も
交
え
作
品
一
筋
に
生

き
抜
い
た
三
谷
氏
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。
作

品
か
ら
流
れ
る
や
わ
ら
か
な
旋
律
に
耳
を
傾
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　

 （
寺
尾
藍
子
）

没
後
１
周
年
追
悼
展
「
文
化
功
労
者 

三
谷
吾
一
の
世
界
―
時
代
を
画
す
沈
金
加
飾
の
探
究
者
―
」

会
期

９
月
８
日（
土
）〜
11
月
５
日（
月
）

＊
会
期
中
無
休
　

図１　《楽園》2007年第39回日展（個人蔵）

●
第
３
回
漆
文
化
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
：「
文
化
功
労
者 

三
谷
吾
一
氏
の
足
跡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
り
返
る
」

講
師
：
三
谷 

慎
氏 （
彫
刻
作
家
）、
角 

康
二
氏
（
沈

金
作
家
・
日
展
会
員
）、
細
川
英
邦
氏
（
輪
島
市
産

業
部
漆
器
商
工
課
漆
器
産
業
振
興
室
次
長
）

日
時
：
10
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

３
時 

＊
受
講
無
料 

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
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日
本
で
は
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値
の
高
い

も
の
が
文
化
財
と
し
て
国
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
建
造
物
や
美
術
品
と
異
な
り
音

楽
や
演
劇
な
ど
形
の
な
い
も
の
は
無
形
文
化
財
と

よ
ば
れ
ま
す
が
、
工
芸
品
を
作
る
「
技
」
そ
の
も

の
も
無
形
文
化
財
で
す
。
個
人
の
技
を
指
定
す
る

い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
に
対
し
、
地
方
的
特
色
が
著

し
く
集
団（
団
体
）に
よ
っ
て
完
結
す
る
制
作
技
術

と
し
て
、
輪
島
塗
な
ど
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

重
要
無
形
文
化
財
の
技
を
集
団
で
守
り
伝
え
る

保
持
団
体
は
、
現
在
16
あ
り
ま
す
が
、
昨
秋
認
定

さ
れ
た
ば
か
り
の
２
団
体
を
除
い
た
14
団
体
の
技

の
結
晶
を
ご
紹
介
す
る
の
が
本
展
覧
会
で
す
。

　

14
団
体
が
各
々
手
が
け
る
の
は
、
陶
芸
・
染
織
・

漆
芸
・
和
紙
な
ど
い
ず
れ
も
永
い
歴
史
を
誇
り
日

本
を
代
表
す
る
工
芸
品
で
す
。
ど
の
団
体
も
伝
統

的
な
素
材
や
工
法
を
守
り
つ
つ
今
を
生
き
る
人
々

の
心
に
訴
え
る
も
の
作
り
に
励
む
一
方
、
伝
統
を

未
来
へ
繋
ぐ
伝
承
者
養
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
展
覧
会
で
は
そ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
製

作
工
程
パ
ネ
ル
や
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る
見
本

品
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
に
貴
重
な
工
芸
技
術

へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

佐
賀
県
の
「
色
鍋
島
」
は
青
み
の
あ
る
上
品
な

釉
肌
に
華
や
か
な
絵
付
け
が
施
さ
れ
た
焼
き
物
で

す
。
青
の
染
付
と
赤
・
黄
・
緑
の
絵
付
け
が
鮮
や

か
で
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
意
匠
に
は
現
代
的
な
印

象
を
受
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
秀
作
展
「
日
本
の
伝
統
美
と
技
の
世
界
」

重要無形文化財久留米絣技術保持者会
「蛍」

色鍋島今右衛門技術保存会
「色鍋島橘絵花瓶」

　

福
岡
県
の
「
久
留
米
絣
」
は
、
細
か
な
絣
模
様

が
特
徴
的
な
織
物
で
す
。
木
綿
糸
を
天
然
藍
で
染

め
る
際
に
あ
ら
か
じ
め
防
染
箇
所
を
作
っ
て
お
き
、

こ
れ
を
織
り
上
げ
て
様
々
な
文
様
を
表
現
し
ま
す
。

緻
密
な
計
算
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
柄
の
面
白

さ
が
際
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
輪
島
塗
」を
は
じ
め「
柿
右
衛
門（
濁

手
）」、「
小
鹿
田
焼
」、「
小
千
谷
縮
・
越
後
上
布
」、「
結

城
紬
」、「
喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
」、「
宮
古
上
布
」、「
久

米
島
紬
」、「
伊
勢
型
紙
」、「
石
州
半
紙
」、「
本
美
濃

紙
」、「
細
川
紙
」
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
工

芸
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、会
期
中
に
は
「
輪
島
塗
」、「
色
鍋
島
」、「
伊

勢
型
紙
」
の
実
演
等
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
熟
練

の
職
人
た
ち
に
よ
る
技
を
間
近
に
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

（
全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

輪
島
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
）

●
実
演

　

11
月
22
日（
木
）・
23
日（
金
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

輪
島
塗
技
術
保
存
会（
体
験
も
可
）

　

11
月
23
日（
金
・
祝
）　

色
鍋
島
今
右
衛
門
技
術
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
型
紙
技
術
保
存
会

●
作
品
解
説

　

11
月
22
日（
木
）　

輪
島
塗
技
術
保
存
会

※
本
展
覧
会
は
金
沢
市
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

https://w
w
w
.zenjukyo.info/

でき
つ
む
ぎ

き

つ
む
ぎ

め
じ
ま

し

お

ん

た

や
き

お

ぢ

や
ち
ぢ
み

え
ち
ご
じ
ょ
う
ふ

み
や
こ
じ
ょ
う
ふ

せ
き
し
ゅ
う
ば
ん
し

ゆ
うくのい

い
ろ
な
べ
し
ま

ほ
ん
み

か
き
え
も
ん

に
ご
し

く

る

め
か
す
り

じ
ょ

か

ば
し
ょ
う
ふ

い

せ

か
た
が
み

せ

か
た
が
み

か
わ

し

ほ
そ

会
期

11
月
10
日（
土
）〜
12
月
10
日（
月
）

＊
会
期
中
無
休
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1995年第42回日本伝統工芸展
平文富士光々之棚　大場松魚作

　

平
文
と
い
う
装
飾
技
法
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

平
文
は
、
金
・
銀
・
錫
な
ど
の
金
属
板
を
模
様
の

形
に
切
り
透
か
し
、
そ
れ
を
漆
の
錆
地
面
ま
た
は
、

中
塗
り
面
に
貼
り
付
け
て
、
そ
の
上
に
漆
を
数
回

塗
り
重
ね
、
全
体
を
研
ぐ
こ
と
で
、
金
属
の
部
分

が
研
ぎ
出
さ
れ
、
文
様
が
表
れ
る
と
い
う
技
法
で

す
。
金
銀
粉
を
用
い
て
加
飾
す
る
蒔
絵
よ
り
も
、

強
い
光
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
装
飾
性
に

富
み
、
強
い
意
匠
効
果
を
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
来
し
、
正
倉
院
宝
物
で

は
「
漆
胡
瓶
」
や
「
金
銀
平
文
琴
」
な
ど
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
奈
良
時
代
以
降
は
蒔
絵
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
失
わ
れ
て
久
し
か
っ
た
平
文
の
技
を
独
自

に
創
造
し
、
平
文
の
復
興
、
そ
し
て
平
文
を
用
い

た
新
し
い
表
現
を
切
り
拓
い
た
人
物
が
い
ま
し
た
。

重
要
無
形
文
化
財
「
蒔
絵
」
保
持
者
の
大
場
松
魚

で
す
。
大
場
は
金
沢
市
出
身
で
、
石
川
県
立
工
業

学
校
（
現
・
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
）
図
案
絵

画
科
を
卒
業
後
、
塗
師
で
あ
っ
た
父
の
も
と
で
髹

漆
の
修
業
を
積
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
「
平
文

の
大
場
」
の
大
切
な
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、
平
文
は
蒔
絵
よ
り
も
髹
漆
の
技
法
の
力

量
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。
父
の
も
と

で
の
10
年
の
修
業
の
後
、
上
京
し
、
同
じ
金
沢
出

身
の
漆
芸
家
で
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
藝
術

大
学
）
教
授
で
あ
っ
た
松
田
権
六
に
師
事
し
ま
し

た
。
松
田
へ
の
弟
子
入
り
を
契
機
に
積
極
的
に
創

作
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
４
８
年
第
４
回
日
展
に
「
漆
之
宝
石
箱
」

を
出
品
し
て
特
選
を
受
賞
し
ま
す
。
こ
の
装
飾
に

は
、
金
の
板
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
大

場
は
「
平
文
」
と
い
う
技
法
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
古
代
の
技
術
を
独
自
の
創
意
に

よ
り
復
活
さ
せ
た
の
で
す
。
自
分
が
行
っ
て
い
た

技
法
は
「
平
文
」
で
あ
る
、と
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
が
、
１
９
５
２
年
に
行
っ
た
第
59
回
伊
勢
神

宮
式
年
遷
宮
に
か
か
る
御
神
宝
（
御
鏡
箱
・
御
太

刀
箱
）
制
作
の
時
で
し
た
。
こ
れ
以
後
、
大
場
は

金
属
板
の
持
つ
シ
ャ
ー
プ
で
力
強
い
意
匠
効
果
を

生
か
し
た
平
文
技
法
の
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
館
が
所
蔵
す
る
「
平
文
富
士
光
々
之
棚
」
は

１
９
９
５
年
第
42
回
日
本
伝
統
工
芸
展
の
出
品
作

で
す
。
富
士
山
を
膨
ら
み
の
あ
る
柔
ら
か
く
も

シ
ャ
ー
プ
な
平
文
の
線
で
あ
ら
わ
し
、
そ
の
背
後

に
は
大
き
な
金
平
目
、
青
貝
、
平
目
粉
を
用
い
て
、

輝
く
日
輪
と
そ
の
光
明
を
圧
倒
的
な
存
在
感
で
示

し
て
い
ま
す
。
富
士
の
ふ
も
と
に
は
舞
い
飛
ぶ
鳥

を
平
文
で
表
し
、
そ
の
姿
は
底
板
の
黒
漆
塗
面
に

映
り
こ
ん
で
、
富
士
の
足
元
に
水
面
が
広
が
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
地
袋
に
は
四
季
の
花

を
、
平
文
を
用
い
て
抽
象
的
な
姿
で
表
し
て
い
ま

す
。
大
場
が
独
自
の
表
現
技
法
と
し
て
会
得
し
た

技
術
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
優
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
髙
津
綾
乃
）

漆
の
小
箱
24

漆
の
加
飾

―
平
文
―

ひ
ょ
う

も
ん

し
つ

こ

へ
い

き
ん
ぎ
ん
ひ
ょ
う
も
ん

き
ゅ
う
し
つ

き
ん
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一
般
的
に
高
級
漆
器
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
輪
島

塗
で
す
が
、
日
常
の
生
活
に
華
や
か
さ
を
与
え
る

工
芸
品
と
し
て
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　

輪
島
塗
は
１
９
７
７
年
に
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
い
て
漆
芸
分
野
で
は
い
ち
早
く
国
の
重
要
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
保
持
団
体
と
し
て
輪

島
塗
技
術
保
存
会
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
伝
統
の
技
を
現
在
に
伝
え
る

輪
島
塗
技
術
保
存
会
の
歴
代
会
員
作
品
や
20
年
以

上
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
伝
承
者
養
成
事
業

の
研
修
成
果
作
品
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
菊
文
沈
金
蒔
絵
懸
盤
一
式
」（
図
１
）
は
同
会

員
が
総
力
を
あ
げ
、
5
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成

さ
せ
た
作
品
で
す
。
木
材
に
は
上
質
な
ヒ
ノ
キ
を

用
い
て
、
歪
み
が
生
じ
な
い
丈
夫
な
素
地
づ
く
り

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
国
産
漆
に
よ

る
塗
り
に
は
、
堅
牢
な
髹
漆
技
術
が
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
飾
は
蒔
絵
の
上
に
沈
金
を
彫
り
重
ね

て
あ
り
、
細
部
の
表
現
に
ま
で
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

個
々
の
伝
承
者
の
成
果
作
品
で
は
瑞
々
し
い
世

代
が
創
り
出
す
輪
島
塗
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

彼
ら
の
作
品
群
か
ら
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
を

習
得
し
よ
う
と
す
る
気
概
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
木
地
や
沈
金
・
蒔
絵
の
工
程

見
本
な
ど
実
際
に
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
輪

島
塗
も
展
示
し
ま
す
。
職
人
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

熟
練
の
技
を
ど
う
ぞ
肌
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
内
亜
沙
美
）

　

世
界
的
建
築
家 

隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
富
山
市

ガ
ラ
ス
美
術
館
と
、
２
０
１
７
年
８
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
富
山
県
美
術
館
、
話
題
の

２
館
を
巡
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
画
展
「
ハ
ン
ズ
・
オ
ン
！ 

―
輪
島
塗
の
わ
ざ
―
」

会
期

12
月
14
日（
金
）〜
2019
年
１
月
14
日（
月
・
祝
）

12
月
29
日
〜
31
日

＊
会
期
中
の
休
館
　

（1990年度）
図１　「菊文沈金蒔絵懸盤一式」

（2015年度）
図２　「蝶蒔絵文箱」

７
月
19
日（
木
）　

参
加
者
32
名

　

♢
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
（
富
山
市
西
町
）

　

♢
富
山
県
美
術
館
（
富
山
市
木
場
町
）

▼
輪
島
漆
芸
美
術
館
友
の
会
「
夏
季
見
学
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
報
告
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漆芸美術館だより 第84号
2018 年 8 月 31 日

漆文化セミナー

休館日

TOPICS

INFORMATION

ミニピアノコンサート
　日　時　　９月８日（土）午後２時～３時
　演　奏　　高村　聡氏
　会　場　　エントランスホール　＊入場無料

第２回漆文化セミナー
　テーマ　　「伝統の本質を追求する―乾漆造形を通じて―」 
　講　師　　林　曉氏（富山大学芸術文化学部教授） 
　日　時　　９月29日（土）

満65歳以上の輪島市民 入館料無料
　９月15日（土）～24日（月・振休）

「いしかわ文化の日」全館特別無料開放
　10月21日（日）

「輪島市民文化祭」協賛 全館特別無料開放
　11月３日（土・祝）・４日（日）

ふれて感じる、漆の温もり企画

　日　時　　９月15日（土）、16日（日）、17日（月・祝）
　　　　　　午前９時～午後５時（最終日は午後４時まで）

石川県輪島漆芸美術館友の会主催
小さな大木　大きな宇宙　小品盆栽　七浦正一展
　会　期　　９月22日（土）～９月24日（月・振休）午前９時～午後５時
　＊最終日は正午まで
　会　場　　講義室　＊入場無料
　共　催　　石川県輪島漆芸美術館
　後　援　　輪島市教育委員会、輪島市文化協会、北國新聞社

第３回漆文化セミナー
　テーマ　　「文化功労者 三谷吾一氏の足跡を振り返る」
　講　師　　三谷 慎氏（彫刻作家）、角 康二氏（沈金作家・日展会員）
　　　　　　細川英邦氏（輪島市産業部漆器商工課漆器産業振興室次長）
　日　時　　10月28日（日）

第４回漆文化セミナー
　テーマ　　「漆の植物学」
　講　師　　鈴木三男氏（東北大学名誉教授） 
　日　時　　11月18日（日）
　＊いずれも当館講義室にて開催・午後１時30分から午後３時まで
　＊受講無料・予約不要 

＊内容は予告なく変更することがあります。詳細はHPをご覧ください。

2018年９月４日（火）～７日（金）・2018年11月６日（火）～９日（金）

2018年12月11日（火）～13日（木）・2018年12月29日（土）～31日（月）

ちりめん細工作品展－わらべの四季－

　会　期　　９月15日（土）～24日（月・振休）
　　　　　　午前９時～午後５時
　協　力　　裏野芳子氏
　会　場　　エントランスホール　＊入場無料


